
終末期・老年看護体験の様子

9月 卒業生からのメッセージ！

昨年卒業の61期生の学生が学校に遊びに来てくれ、急ですが、62期
生へ向けてメッセージを送ってくれました。
61期生の卒業生は、就職先は東信地域ではないのですが、休みを

利用して学校に遊びに来てくれます。それだけでも嬉しいことですが、
たまたまこの日の62期生の講義が統合演習という講義ということもあり、

就職面接も終え、残りわずかになってきた実習、その後の国試に向け
て、1年前の自分の学習や統合実習でのことを話してくれました。



62期生からの質問コーナーの時間も作ってくれ、国試に関することだ

けではなく、休みの過ごし方、就職して楽しいことなどの質問に答えて
いました。

先日、模試も行われ、それぞれの今の実力がわかった学生たち。時
間を有効的に利用し、毎日問題に取り組んでいく時期になっています。
そんなタイミングで卒業生の話を聞くことができたのは、これから国試
に向けて頑張っていく学生にとって励みになったのではないでしょう
か？

また、就職してから今よりももっと報告、連絡、相談の必要性があるこ
となど、自分の体験談を踏まえて話してくれました。社会人になるにあ
たってどのようなことが求められるかしっかり考えることも必要です。

今回の言葉が学生それぞれに響いて、今後の実習、学習に反映され
てくると嬉しいですね。
卒業生のみなさんもいつでも遊びに来てくださいね。


